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❷

問

                                                                                                                                                        

○
幕
別
町
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
委
員

会
条
例

　

い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成

26
年
10
月
に
策
定
し
た
「
幕
別
町
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
教
育
委

員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
「
幕
別
町
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
委
員
会
」
を
設
置

す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

○
幕
別
町
修
学
支
援
資
金
条
例

　　

平
成
26
年
８
月
に
北
海
道
が
創
設
し

た
北
海
道
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
制
度

に
準
拠
し
つ
つ
、
所
得
要
件
を
道
の
制

度
に
拡
大
・
上
乗
せ
し
た
上
で
、
新
た

な
制
度
と
し
て
、
現
行
の
奨
学
資
金
条

例
を
全
部
改
正
す
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
改
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
の
内

容
は
月
例
給
、
特
別
給
の
い
ず
れ
も
民

間
が
公
務
を
上
回
っ
て
お
り
、
給
与
月

額
を
世
代
間
の
給
与
配
分
の
見
直
し
の

観
点
に
立
っ
て
、
平
均
０
・
27
％
の
引

き
上
げ
を
行
い
、
特
別
給
は
支
給
月
数

を
年
間
で
０
・
15
カ
月
分
引
き
上
げ
る

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
幕
別
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
幕
別
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一
般
職
の

給
与
改
定
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
年
間
で
０
・
15
カ

月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
６
月
の
水
道
料
金
改
定
後

６
年
が
経
過
し
、
財
政
の
収
支
均
衡
を

維
持
す
べ
く
事
業
経
営
の
効
率
的
運
営

に
努
め
た
結
果
、
平
成
27
年
度
以
降
も

引
き
続
き
黒
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
料
金
の
改
定
を
行
う
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
詳
し
く
は
】
水
量
料
金
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
２
４
０
円
を
２
１
０
円
へ

減
額
す
る
な
ど
、
水
量
料
金
を
12
・
５

％
減
額
す
る
も
の
で
す
（
基
本
料
金
は

据
え
置
き
）
。
施
行
期
日
を
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
と
し
、
４
月
以
降
に
算

定
さ
れ
た
５
月
末
日
納
期
の
料
金
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

○
幕
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
に
係
る
改
正
で
現

行
は
基
本
額
で
あ
る
39
万
円
に
、
産
科

医
療
補
償
制
度
（
※
）
の
掛
金
相
当
で

あ
る
３
万
円
を
加
算
し
て
支
給
し
て
い

た
が
、
制
度
発
足
後
５
年
を
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
補
償
対
象
基
準
と
年
間
発
症

件
数
が
見
直
し
さ
れ
、
新
た
な
掛
金
は
、

３
万
円
か
ら
１
万
６
０
０
０
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

　

一
方
、
こ
の
間
、
出
産
費
用
は
上
昇

し
、
出
産
育
児
一
時
金
の
基
本
額
に
つ

い
て
は
、
補
償
制
度
の
掛
金
で
減
額
と

な
る
１
万
４
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
て

40
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
重
度
脳
性

ま
ひ
を
発
症
し
た
子
ど
も
と
そ
の
家
族

の
経
済
的
負
担
を
補
償
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

第
４
回
定
例
会

　

平
成
26
年
第
４
回
幕
別
町
議
会
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
19
日
ま

で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、

町
長
が
行
政
報
告
を
述
べ
た
ほ
か
、

条
例
の
改
正
、

補
正

予
算
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
当
面
の
行
政
課
題
に
つ
い
て
、
町
理
事
者

に
質
問
を
し
ま
し
た
。

条
例
を
制
定

条
例
を
改
正



〇
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
の
設
立

に
つ
い
て

〇
東
十
勝
消
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

〇
東
十
勝
消
防
事
務
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

　

十
勝
圏
域
に
お
け
る
消
防
体
制
の
更

な
る
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
十
勝
19

市
町
村
で
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

を
設
立
し
、
消
防
に
関
す
る
事
務
を
共

同
で
処
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
そ
れ

に
伴
い
東
十
勝
消
防
事
務
組
合
の
解
散

後
の
事
務
の
承
継
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
同
組
合
規
約
に
関
係
条
文
を
追
加

す
る
も
の
、
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
東
十
勝
消
防
事
務
組
合
を
解
散
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

現
固
定
資
産
評
価
委
員
の
姉
﨑
秀
男

氏
が
平
成
27
年
２
月
５
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
の
委

員
と
し
て
東
口
政
秋
氏
を
同
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
同

意
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
お
よ
び
８
特
別
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。
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❸

Ｈ
26
補
正
予
算
を
可
決

会　　計 補 正 額 補正後の総額 主な補正内容

一 般 3億 8706 万 9 千円 144 億 2877 万 4 千円 忠類地域定住対策補助金、福祉灯油扶助費 他

国民健康保険 315 万 4 千円 35 億 1572 万 5 千円 給与改定に伴う人件費の増 他

後期高齢者医療 18 万円 3億 6142 万 1 千円 給与改定に伴う人件費の増 他

介 護 保 険 211 万 4 千円 23 億 9766 万 7 千円 給与改定に伴う人件費の増 他

簡 易 水 道 219 万 7 千円 4億 8683 万 3 千円 電気料、給与改定に伴う人件費の増

公 共 下 水 道 544 万 2 千円 11 億 7409 万 2 千円 給与改定に伴う人件費の増 他

個別排水処理 191 万 2 千円 1億 8680 万 7 千円 給与改定に伴う人件費の増 他

農業集落排水 52万 1千円 6860 万 6 千円 電気料金の値上げに伴う増

水 道 事 業 165 万 1 千円 10 億 2600 万円 給与改定に伴う人件費の増 他

そ
の
他
の
審
議
議
案

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
、
成
田
年
雄
議
員
（
62
歳
）
が
平
成

26
年
10
月
14
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
議
員
の
死
を
悼
み
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
11
年
に
初
当
選
、
平
成
23
年
に
２
期
目

の
当
選
を
果
た
し
、
通
算
７
年
半
に
わ
た
り
地

方
自
治
推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
中

は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
町
議

会
議
員
会
副
会
長
な
ど
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
、
斉
藤
喜
志
雄
議
員
（
73
歳
）
が
平

成
26
年
11
月
24
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
議
員
の
死
を
悼
み
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
に
初
当
選
以
来
、
通
算
７
年
半
に
わ

た
り
地
方
自
治
推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
中
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

議
会
機
能
に
関
す
る
小
委
員
長
、
幕
別
町
監
査

委
員
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
会
派

拓
政
会
の
代
表
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
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❹

問

　

こ
こ
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
進
退
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
11
年
に
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、

町
長
に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

初
当
選
後
の
５
月
11
日
の
第
１
回
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
は
「
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
た
め
、
町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
理
念
に
、
公
正
で
清
潔
な
町
政

の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

以
来
４
期
16
年
、
あ
の
日
の
決
意
を

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
堅
忍
不
抜
」

の
思
い
を
胸
に
、
私
の
持
て
る
全
力
を

注
い
で
「
公
正
・
公
平
」
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

行
政
の
長
と
し
て
、
決
し
て
力
ま
ず
、

己
を
律
し
て
、
粘
り
強
く
、
そ
し
て
、

「
自
分
は
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
付
託
を

い
た
だ
い
て
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
が
で

き
る
」
、
こ
の
こ
と
を
心
に
念
じ
て
、
寄

せ
ら
れ
た
信
頼
を
決
し
て
裏
切
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
議
会
を
は
じ
め
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
町
政
課

題
の
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
か
ら
早
期
に
財
政
の
健
全

化
を
達
成
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
を
柱

に
、
忠
類
村
と
の
合
併
を
は
じ
め
、
懸

案
で
あ
っ
た
新
庁
舎
の
建
設
や
、
こ
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
、
小
規
模
特
養
の

整
備
促
進
、
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
、
定
住

対
策
な
ど
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
、
今
は
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で

あ
り
ま
す
。　

　

平
成
28
年
に
は
、
新
庁
舎
の
竣
工
、

合
併
10
周
年
、
幕
別
町
開
町
１
２
０
年

な
ど
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

世
界
の
動
き
、
国
の
動
き
も
刻
一
刻
と

し
て
と
ど
ま
ら
ず
、
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
常
な
ら
ず
」
が
世
の
習
い
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
本

町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
次
の

仕
事
は
新
た
な
人
に
委
ね
る
こ
と
が
望

ま
し
い
も
の
と
考
え
、
私
は
今
期
限
り

で
こ
の
職
を
退
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

昭
和
39
年
に
町
職
員
に
採
用
さ
れ
て

以
来
、
50
年
余
り
、
町
政
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。　

　

50
年
は
、
長
い
年
月
で
あ
り
ま
す
が
、

浮
生
夢
の
如
く
、
目
を
閉
じ
る
と
若
か

り
し
日
々
が
昨
日
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
議
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
厚

く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

岡
田
町
長
五
選
に

不
出
馬
を
表
明

■審議した議案（※印は賛否の分かれた議案。下記に各議員の賛否を公開。）

○第４回臨時会（10 月 17 日）

議      件      名    結　　果

専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について＝車両物損事故） 報告済（10/17）

平成 26 年度幕別町一般会計補正予算（第４号） 原案可決（10/17）

不出馬を表明した岡田町長

（11 月 28 日　第４回定例会）

～
町
政
は
、
町
民
の
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
複
雑
で
専
門
的
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
内
部
に
少
数
の
議
員
で
構
成

す
る
委
員
会
を
設
け
、
専
門
的
、
効
率
的
に
調
査

や
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
幕
別
町
議
会
で
は
、

議
会
運
営
委
員
会
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
と
し
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
民
生
常
任
委
員
会
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
お
よ
び
広
報
広
聴
委
員
会
の

４
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、

通
常
設
置
さ
れ
る
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

や
、
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。

　

議
会
で
議
案
等
を
審
議
す
る
場
合
、
原
則
と
し

て
委
員
会
で
の
審
査
、
調
査
を
経
て
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
本
会
議
で
審
議
す
る
委
員
会
中
心
主
義

に
よ
り
、
議
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

委
員
会 議

会
用
語
の
豆
知
識

？



■ 議会のうごき ■ 

❺

意　　見　　書　　等 結　果 陳情者・提出者

「年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関す
る意見書」の提出を求める陳情書

民生付託（11/28）
採　　択（12/19）

連合北海道幕別地区連合

「安全・安心の医療・介護の実現、医療・介護従事者の大幅増員と処遇
改善を求める意見書」の採択をもとめる陳情書

民生付託（11/28）
採　　択（12/19）

北海道医療労働組合連合会

「必要な介護サービスを受けられるよう求める意見書」の採択を求める
陳情書

民生付託（11/28）
採　　択（12/19）

北海道医療労働組合連合会

「外形標準課税」の適用拡大に反対する要望意見書 原案可決（12/19）議員提案

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する
意見書

原案可決（12/19）議員提案

安全・安心の医療・介護の実現、医療・介護従事者の大幅増員と処遇改
善を求める意見書

原案可決（12/19）議員提案

必要な介護サービスを受けられるよう求める意見書 原案可決（12/19）議員提案

※町議会議員の定数削減に関する陳情書（平成 26 年 9 月 3 日議運付託） 不採択（12/19）
幕別町新庁舎とまちづくりを考え
る有志の会

意見書・陳情書・決議
◎採択となった意見書の提出を求める陳情書は、幕別町議会として意見書を関係機関に提出しています。

○第４回定例会（11 月 28 日～ 12 月 19 日）
■審議した議案（※印は賛否の分かれた議案。下記に各議員の賛否を公開。）

議      件      名    結　　果
専決処分した事件の承認について（平成 26
年度幕別町一般会計補正予算（第５号））

承　　認（11/28）

幕別町いじめ防止対策推進委員会条例
総文付託（11/28）
原案可決（12/19）

幕別町修学支援資金条例
総文付託（11/28）
原案可決（12/19）

幕別町職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決（11/28）

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条
例の一部を改正する条例

原案可決（11/28）

幕別町教育委員会教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例

原案可決（11/28）

幕別町議会議員の期末手当に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決（11/28）

幕別町水道事業給水条例の一部を改正する
条例

産建付託（11/28）
原案可決（12/19）

※とかち広域消防事務組合の設立について
総文付託（11/28）
原案可決（12/19）

※東十勝消防事務組合規約の変更について
総文付託（11/28）
原案可決（12/19）

※東十勝消防事務組合の解散について
総文付託（11/28）
原案可決（12/19）

幕別町国民健康保険条例の一部を改正する
条例

原案可決（12/11）

平成26年度幕別町一般会計補正予算（第６号）原案可決（12/11）

議      件      名    結　　果
平成 26 年度幕別町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町介護保険特別会計補正予
算（第２号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町簡易水道特別会計補正予
算（第２号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町公共下水道特別会計補正
予算（第２号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町個別排水処理特別会計補
正予算（第２号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町農業集落排水特別会計補
正予算（第１号）

原案可決（12/11）

平成 26 年度幕別町水道事業会計補正予算
（第１号）

原案可決（12/11）

固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

同　　意（12/19）

常任委員会所管事務調査報告
（総務文教常任委員会、民生常任委員会、産業建設常任委員会）

報告済（12/19）

閉会中の継続審査の申し出
（総務文教常任委員会）

継続調査（12/19）

閉会中の継続調査の申し出
（総務文教常任委員会、民生常任委員会、産業建設常任委員会）

継続調査（12/19）

■賛否の分かれたもの　　

種別

　　　　　　　　　議員名　　　　　

　議件名

小
川　

純
文

寺
林　

俊
幸

東
口　

隆
弘

藤
谷　

謹
至

小
島　

智
恵

岡
本
眞
利
子

藤
原　
　

孟

乾　
　

邦
廣　

牧
野　

茂
敏

谷
口　

和
弥

芳
滝　
　

仁

田
口　

廣
之

前
川　

雅
志

中
橋　

友
子

野
原　

恵
子

増
田　

武
夫

千
葉　

幹
雄

議

決

結

果

議

決

日

議　案
とかち広域消防事務組合の設立につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × × × ○ 原案可決 12/19

議　案
東十勝消防事務組合規約の変更につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × × × ○ 原案可決 12/19

議　案 東十勝消防事務組合の解散について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × × × ○ 原案可決 12/19

陳　情 町議会議員の定数削減に関する陳情書 × × × × ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ × × × ○ 不採択 12/19

[ 表示例○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権 ]　  ※古川稔議長は表決に加わらない。


